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※「みやけの風」へのご意見・ご要望を、三宅島支援東京センターまでお聞かせください。 
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昨日は阿古地区で盆踊りが行われました。今年はようやく三宅島でのお盆です。新しい

仏様もご先祖様も三宅島の家で迎えてくれる人がたくさんいて喜んでくれているのでは

ないでしょうか。暦の上では立秋も過ぎ、東京では昨日の激しい雷雨の後朝晩が少し過

ごしやすくなってきました。夏風邪などひかぬようどうぞお大事になさってくださいね。 
 
■みんなの声 

ご支援へ、感謝の思いをこめて 
 みやけの風でも常連で、伊豆にお住まいの五十嵐さんより帰島支援ボランティアに対するお礼

のお手紙をいただきました。思いをこめて、詠んでくださいました短歌と合わせてご紹介します。 

 

前略 

島民のため、上原さんはじめスタッ

フの皆さま、そして大勢のボランティ

アのお手伝いによって、島民高齢者の

皆さんは、どんなに大助かりした事で

しょう。 

 避難生活の当初から申しますと、5

年間と言う長き期間中、暖かきご配慮

に頭の下がる思いで、誠に感謝に堪え

ない思いです。 

 本当に三宅島、島民のためご配慮と

ご支援をいただきました事に、心から

厚く厚く御礼申し上げます。 

 酷暑が続いております故、十分ご自

愛くださいませ。 

(伊豆 五十嵐文子)
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※「みやけの風」へのご意見・ご要望を、三宅島支援東京センターまでお聞かせください。 

 

■みやけの風現地センターから 

暑い日が続いています。島は今日からお盆ということもあり、あちこちのお宅で準備が

されています。提灯を出し、ナスやキュウリで馬や牛のお供え物を揃え、竹でたいまつを

作り・・・。 

島全体がお盆を迎え忙しくしています。 

そして、昨日(８月１２日)には阿古中学校で盆踊り大会が

開催されました。 

島での５年振りのお祭り。アジサイ音頭や新アジサイ音

頭に東京音頭まで、ヤグラの周りを多くの方が踊っていま

した。島のオジサンやオバサンはもとより、帰省した多く

の若い人が参加していたのには、ちょっとだけ参加させて

もらったボランティアもビックリしていました。 

お祭りはオジサンやオバサンだけが待ち望んでいたので

はなく、多くの若い島民の皆さんにも待ち望まれていたこ

とがよくわかりました。 

支援センターの方は、お盆中は島民の方々への訪問を控

え、お借りしている伊豆老人福祉館の片付け準備に入って

います。 

 8月6日 土曜日         三宅島支援センター 三宅島事務所 

 

2005年8月15日をもって、三宅島災害・

東京ボランティア支援センターは、三宅島島

内での帰島支援活動を終了させていただき、

24日には全員帰京いたします。 

多くの島の皆さんに支えられ、ここまで活

動を続けられたことを感謝申し上げます。 

三宅島のみなさん 

たくさんのふれあいとやさしさを 

ありがとうございました。 


